かわかぜ 

川屉 

「阿古 十郎 さん、 まァ、 もう ひとつ 召し あがれ」 

「ごうせいに、 とりもつ の」 

「ペペへ」 

「陽気の せいじゃ あるまい な」 

「あいかわらず、 悪い 口 だ。 ：：： いくら あっしが 下戸 

でも、 船遊びぐ らいはい たします。 …… これが あたし 

の 持病で ね。 …… まァ、 いっぱい 召し あがれ」 

川面から 映り かえす 陽の ひかりが 屋根 舟の 障子に チ 

ラ チラとう) J く。 



むこう は 水神の 森。 波 止めの 杭に 柳が なびき、 ちょ 

うど 上汐 で、 川風に うつ すら 潮の 香が まじる。 

顎十郎 のとり もち をして いるの は、 神 田の 御用 聞の 

こうじむ ろ 

ひよ ろ 松。 その 名のと おり、 麴 室の もやし 豆の よう 

にど こも かしこ も ひょろりと 間の びが していて、 浅黒 

かげぼし づ ら 

い 蔭 干 面が、 鷺 のように いやに ひよ ろ 長い 首のう えに 

のっかつ ている。 長い ことに かけて は、 顎 十郎の 顎と 

こういっつい 

子 1 t 
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さけ くら い 

酒と 名のつ くもの なら、 金 鯛に も 酔う 男。 それが、 

とりもち 

屋根 舟で、 むやみと 斡旋 をしょう というの だから、 こ 

れに は、 なに かいわく が ありそう。 



が 入って きた。 

さり よ 1 つ 

ことし 十九になる 惚々 する ような 縹緻 よしで、 さす 

が 血す じだけ あって、 こだわり のない、 さっぱり とし 

た、 いい 気 だて を 持って いる。 顎 十郎と は、 この 上な 

しの 言葉が たきで、 また ごくごくの 仲よ しで も ある。 

花 世 は、 父と 顎 十郎の あいだへ、 わざと 割り こむ よ 

うにして 坐って、 あどけなく 首をかしげながら、 庄兵 

衛に、 

「もう 出来ました かえ」 

といいながら、 文 机の ほう を靦 きこむ。 

庄兵衛 は、 またしても あわてふためいて、 いそがし 



く 目顔で 知らせながら、 

「出来た と は、 なにが。 …… わし は 知らぬ ぞ」 

花 世 は、 怨 じる ような 顔で、 

「おや、 いやな。 …… そら、 御 尊像の ことで ござり ま 

す」 

顎十郎 は、 そっくり かえって ふ ァふァ と 笑いだ し、 

「いやはや、 こいつ は 大笑いだ。 …… あなた はう まく 

隠しお おせた つもりだった でしよう が、 種 はさつ きか 

はんぎ 

ら あがって いるんで すぜ。 …… 版木 だけ は 本で かくし 

て も、 膝の 木くず は ごまかせない。 あなたが 御法度の 

だ い こくそん ぞ 1 つ 

大黒 尊像 を 版木で 起して いた こと は、 さっき からちゃ 



か。 ：•：. いったい、 今日まで どこに 雲が くれして いた 

ん です」 

顎十郎 は、 懐手 をしての つ そりと 突っ立った まま、 

「じつは、 長 崎の ほうに 友達が できて な、 ちょっと そ 

こまで 行って 来た」 

ひよ ろ 松 は、 ムッ として、 

「冗談なん ぞを いってる 場合じゃありません。 …… 

こっち は、 たいへんな ことにな つて るんで す。 しっか 

りして もらわな くつち や 困ります。 …… それで、 なに 

か 見当が つきました か」 

顎 十郎は ケロリ として、 



あぶ らちよう 

弥太 堀の 大黒 堂 を あとに すると、 顎十郎 は、 油 町 

-P ザん まリ 

から 右へ 折れ、 ずんずん 薬研 堀の ほうへ 歩いて ゆく。 

ひよ ろ 松 は、 気にして、 

「阿古 十郎 さん、 これ じ ゃァ、 道が ちが ゃァ しません 

ゝ I 

力」 

といった が、 てんで 耳 も かさず、 矢ノ 倉から 毛 利の 

屋敷の ほうへ 曲り、 横丁 を まわりく ねりした すえ、 

はまちよう 

浜 町 二 丁目の 河岸つ ぶちに 近いと ころへ 出た。 

見る と、 大黒 堂と 堀 ひとつへ だてた 向い 岸。 橋 ひと 

つ 渡れば すむ ところ を、 小 半 刻も大 まわり をして やつ 



て 来た わけで ある。 

ひよ ろ 松 は あ つけに とられて、 

「こり ゃァ、 おどろいた。 ：•：. ここ は、 弥太堀 じゃあ 

りません か。 …… 昼 日な か、 狐に つままれ たわけで も 

あります めえ ね。 …… いってえ、 どうした という わけ 

なんです」 

顎十郎 は、 依然として 無言の まま、 先に 立って 弥太 

堀から 横丁へ 折れ こみ、 大きな 料理屋の すじむかいの 

みず ぢ や や 

水茶屋 〔# ルビの 「みず ぢ やや」 は 底本で は 「みず じ やや 匕 

の 中へ 入って ゆく。 

ひよ ろ 松 はしょう ことなしに その あとに つ いて ゆく 



「うむ、 そうか、 それでい いの だ」 

ひよ ろ 松 は、 席に もいた たまれぬ ように 焦 だって、 

「それ はそうと、 阿古 十郎 さん、 こんな 水茶屋なん ぞ 

でのつ そりして いていい のです か。 …… あっし はもう 

…：- J 

立ち かかる の を、 顎 十 郎は腕 をと つて ひきとめ、 

「ま ァ、 あわてるな。 …… すこし、 落着いて むかいの 

料理屋の 看板 を 見ろ。 なんと 書いて ある」 

ひよ ろ 松 は、 葭簀の あいだから 料理屋の ほう をす か 

しながら、 口の なかで、 

「大黒 屋 …… 、 だ、 い、 こ、 く、 や …… 」 
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